








































































































































方について、Macionis and Plummer (2008: 847–848)は相違点を表 1
のようにまとめている（表 1参照）。

























































1991年版の Oxford English Dictionary of New Words によると、グロ

























































































































































で行動する」(Think globally, act locally) というようなことが叫
ばれる。あるいは、逆に、「地域レベルで考えて、地球規模で行
















































































































































































































































































































































































































（1） グローバリゼーションないしグローバル化 (globalization) やグローバ
リズム（globalism：グロール化した状態）という用語の初出は1961年





（2） Oxford English Dictionary of New Words (1991) によると、「グローカ
ル化する」(glocalize) という言葉は、日本企業が使用していたマーケテ
ィング戦略、すなわち、グローバルに展開して現地のニーズに合わせる





















（6） Featherstone and Lash (1995) は、グローバリゼーションの「異質化
論者」(heterogenizers) と名付けている。なお、「異質化論者」E. サイー
ドやH. K.バーバ、S.ホールらが挙げられるという。
（7） Sara Tulloch (comp.), 1991, The Oxford Dictionary of New Words: A




あったという（発表タイトルは、On the Concept of Glocalization: The




論文集 (Featherston, Lash and Robertson 1995) のタイトルは単数の
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